
委員会名

　1　研修旅費 　2　自動車借上料 　3　議長交際費

・北海道帯広市 「フードバレーとかちについて」

・北海道北広島市 「観光における広域的な連携の推進について」
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視察先 　北海道帯広市、北海道北広島市













十和田市議会観光建設常任委員会 行政視察報告書

笹渕 峰尚

視察日 ：令和 5年 7月 12 日（水）

視察場所 ：北海道帯広市

人口 ：約 16.4 万人

面積 ：619.34k ㎡

視察項目 ：フードバレーとかちについて

概要 ： 十勝とは「トカプチ」管内を流れる十勝川をさすアイヌ語で、「十

勝」という地名の語源といわれており帯広市を中心とする 19市町村で構成さ

れ人口約 34万人の地域です。フードバレーとかちは十勝が持つ「価値」を再

認識し、「食」と「農林漁業」を柱とした経済活動を行うための旗印として掲

げ、オール十勝で地域の活性化を目指す取組がおよそ 12年前から推進されて

おります。

方針 ：フードバレーとかちで、アジアの拠点を目指す。

十勝の優位性を活かすための方向性として、三つの展開方策で進めます。



・ 「農林漁業を成長産業にする」

良質堆肥の製造、堆肥活用による土づくりや土壌分析に基づく適正な施肥

管理を促進するとともに、十勝型のG A Pの導入の促進により、安全安心

で良質な農畜産物の生産を推進。」

・ 「食の価値を創出する」

原材料の研究拠点に加え、加工を通じた付加価値の高い生産拠点において

成長していくため、食の安全性向上や魅力ある食品開発、ブランド力の向

上などを推進。

・ 「十勝の魅力を売り込む」

十勝の物産の販路拡大や観光の魅力を発信し、国内、海外においてイベン

トへの出展や観光物産セミナーを開催。



所感：雄大な十勝平野の地の利を活用するためフードバレーとかちは広域

連携や官民連携を推進し国内外に向けての産業振興と地域活性化を目指す

壮大な構想でした。十勝の面積は 10.830 km² で青森県の面積 9.646 km² と

ほぼ同等といえます。

フードバレーとかち構想を青森県に導入することはできないだろうか。例

えば十和田市が中心となり本県の農畜水産・林業や観光振興を推進するこ

とができたら十和田市のみならず青森県の産業振興の進歩発展になるので

はないかと考えました。

現在、当市の広域連携は上十三・十和田湖広域定住自立圏構想が推進され



10 年ほど経過しております。時代の変化とともに見直しは行われておりま

すが、これからはこの枠を超えた産業又は分野ごとでの広域連携も考えて

いく必要があります。少子高齢化で人口が減少する中で生産性を上げてい

くにはフードバレーとかちの取り組みを学び取り入れていくべきと思いま

す。今後も調査研究を進め当市の発展に繋げて行きたいと考えておりま

す。



視察日 ：令和 5年 7月 13 日（木）

視察場所 ：北海道北広島市

人口 ：約 5.8 万人

面積 ：119.05k ㎡

視察項目 ：観光における広域的な連携の推進について

概要 ：

① HG T C（北海道ゴルフツーリズムコンベンション）

・北海道運輸局、札幌市、千歳市、苫小牧市、北広島市、北海道ゴルフ観光協

会で構成。

・道内のゴルフ場を観光資源に視察や商談会を開催。

（平成 30年度は北広島市がホスト自治体）

・令和 4年度は、アジアや欧米豪等、ターゲットとする国の旅行事業者やメデ

ィア等の招聘を予定。

② 広域観光周遊促進事業

・北海道石狩振興局、札幌市、千歳市、恵庭市、北広島市で構成。

・石狩地域での誘客を目的とした魅力発信事業の推進。



・令和 4年度は、冬の体験型コンテンツの磨き上げと旅行商品の造成、石狩地

域で通年での体験型観光を楽しめる基盤づくり。都市型観光と食を組み合わせ

たアジアをターゲットとした取組。

③ さっぽろ連携中枢都市圏観光協議会

・札幌市と近隣 11市町村で構成。

・W E Bサイト「くるくるさっぽろ」の運営、モデルコースの紹介、プロモー

ション（台湾と香港）

方針 ：

① 市民力を活かした観光推進力づくり

② 観光資源の保全と有効活用

③ 魅力ある観光基盤の構築

④ 効果的な情報発信

所感：北広島市は十和田市の人口とほぼ同等の自治体で北海道日本ハムファイ

ターズの新球場である北海道ボールパーク Fビレッジが令和 5年 3月に開業し

たこともあり駅周辺からの賑わいは予想以上でした。

訪日外国人客は収容のキャパシティーを超えている状況にあるとのことでし



た。十和田市においても集客力の高い施設ができると訪日外国人客や交流人口

の増加が見込めますが現状は既存の施設を活かす取り組みを考える必要があり

ます。十和田市にはゴルフ施設が２ヶ所あります。北広島市のHG T Cをモデ

ルケースとしてゴルフ場を有する近隣市町村のゴルフ場とDMOなどが連携

しゴルフツーリズムを推進し外国人のゴルファーを受け入れる取り組みを推進

することにより更なるインバンド需要の増加と経済効果が期待できると思いま

す。関係機関から意見を聞き当市におけるインバンド需要の促進と課題につい

て今後も調査研究を進めていきたいと考えております。













観光建設常任委員会視察研修報告書
江渡信貴

北広島市「観光における広域的な連携の推進」について

〇北広島市の概要

札幌市と新千歳空港の間に広がるなだらかな丘陵地帯にあ

り、豊かに息づく緑の環境、ゆとりの土地空間、整備された

交通網など自然と都市機能が調和した街です。

・人口：５７，５６６人

・世帯数：28，091 世帯

・面積：119，05 平方キロメートル

（令和４年３月３１日現在）

〇取り組みに至った経緯

北広島市総合計画（第 6次）の中に観光振興の基本的方向として「本

誌の地域特性を生かした都市型観光を推進するとともに、市民、来訪

者に多様な楽しみを提供していくために、近隣自治体と連携した取

り組みを進める」ことを掲げ、近隣市町村や関係機関と広域的に連携

した観光コンテンツを創造し、効果的なプロモーションを展開する



ことになりました。

その中で問題の背景として

①観光に対するイメージが低い

②市で完結できる観光資源が少ない

③札幌市に隣接する優位性、交通アクセツの利便性、スケールメリ

ット

など問題や利点が見えてきたそうです。

そこから広域連携の重点項目HGTC、広域観光周遊、連携中枢都市

圏の三点が上がってきました。

・HGTC（北海道ゴルフツーリズムコンベンション）

北海道運輸局、札幌市、千歳市、苫小牧市、北海道ゴルフ観光協会で

構成。道内のゴルフ場を観光資源に視察や商談会を開催。令和 4年

度は、アジアや欧米豪等、ターゲットとする国の旅行事業者やメディ

ア等の連携を予定しているそうです。

・広域観光周遊

北海道石狩振興局、札幌市、千歳市、恵庭市、北広島市で構成。石狩



地域での誘客を目的とした魅力発信事業の推進。令和 4年度は、冬

の体験型コンテンツの磨き上げと旅行商品の造成、石狩地域で通年

での体験型観光を楽しめる基盤づくり。都市型観光と食を組み合わ

せたアジアをターゲットとした取り組みを行いました。

・連携中枢都市圏

札幌市と近隣 11 市町村で構成され、WEBサイト「くるくるさっぽ

ろ」の運営やモデルコースの紹介、プロモーション（台湾と香港）を

開催したとのこと。

十和田市では 12市町村と上十三・十和田湖広域定住自立圏第 3次共

生ビジョンを令和 2年 2月 16 日に策定しました。広域的な観光情報

の発信や周遊観光の促進につながる施策を実施する。とあり目標値

は 8，300，000 人となってますが、現状値は 5，307，828 人とまだ

まだ少ない状況です。

具体的な事業として広域観光振興事業や十和田湖観光誘客事業、特

産品の販路拡大事業など行っています。氷瀑ツアー等様々な取り組

みがなされていますが、北広島市のような面でとらえる観光施策に



ついては、具体策がまだまだ少ないように感じてました。もう少し戦

略的に各市町村の強みを磨き十和田市と掛け合わせ観光客の方々が

2倍、4倍と周遊できるような基盤づくり、効果的なプロモーション

を行えるようなシステムを構築し、産業振興に力を注いでいかなけ

ればならないといけません。市議会議員もDMOともより一層連携

し討論していかなければならないと感じました。



「フードバレーとかち」について

〇帯広市の概要

北海道東部の十勝地方のほぼ中央に位置する、人口 17 万人

のまちです。市域の約 6 割を占める中央部・北東部の平地

は、その約半分が農地であり、全国でも有数の大規模経営の

畑作・酪農地帯です。

・人口：162，852 人

・世帯数：90、301 件

・面積：618，94 平方キロメートル

〇取り組みに至った経緯

帯広・十勝は、日本において有数の食糧生産基地として、大

規模な農業が営まれています。農業に関連する大学、試験研

究機関、企業が多く集積し、先進的な研究が進められており、

農畜産物や加工品が多数あります。「職と農業」を柱とした

地域産業政策の考え方を「フードバレーとかち」と総称しま

ちづくりの旗印としてとかち全域とスクラムを組んで進め、



まちづくり全体に展開しながら国内外へ地域の魅力を展開

していくこととした様です。

・十勝の優位性として

自然環境、食・農業関連産業、大学や研究機関の集積が上げ

られました。

そこから取り組みの柱として①農林漁業を成長産業にする。

②十勝の魅力を売り込む。③食の価値を創出する。

地域の強みである農業を成長させそれを基盤とした新たな

産業を創出しとかちから世界に向けて価値を発信すること

が目的だそうです。

・主な成果として

①農林漁業を成長産業にする
◆国際戦略総合特区の制度支援による 設備投資の誘発額 約580億円 ◆十勝バイオマス産
業都市構想による 設備投資の誘発額 約 216 億円 ◆十勝管内農協取扱高 H22年 2,380 億
円 ⇒ R3年 3,735億円 ◆食料自給率 H25年 1,100％ ⇒ R3年 1,339％ ◆畜産公社十勝
工場輸出実績 H25年 0.6 ﾄﾝ ⇒ R3 年 283.4 ﾄﾝ

今後の取り組みとしては
・持続可能な農業の構築 （環境への配慮、耕畜連携） ・スマート農業の振興 （ICT技術



活用による省力・効率化） ・稼ぐ農業 （農畜水産物の高付加価値化） ・国際競争力の強
化 ・新たな知見の導入 （大学・試験研究機関、企業間連携） ・災害に強い農業 （気象変
動に対応した生産基盤）

②十勝の魅力を売り込む。
◆北海道ＨＡＣＣＰ導入企業件数 R4年 60件（十勝累計） ◆新製品・新技術等の事業化・
商品化率 H23 年 63.5％ ⇒ R3 年 66.4％ ◆とかち財団の食品加工の相談件数 H23 年
297 件 ⇒ R3年 629 件 ◆立地企業件数 R3年 66件（累計） ◆食料品製造業の従業員一
人当たり 付加価値額 H22年 843 万円 ⇒ R2年 1,264 万円 ◆とかち・イノベーション・
プログラム 参加者数 572 名（H27～R4 累計） ◆フードバレーとかち人材育成事業 修了
者数（累計） H24年 47 人 ⇒ R3 年 572 人 ◆十勝管内の新設会社数 H24 年 149 社 ⇒
R3年 245 社

今後の取り組みとしては
・ものづくりのレベルアップ （市場トレンドへの柔軟な対応） ・物流の改善 （少量多種
混載、大都市圏への 迅速な発送） ・起業家・経営者づくり （これからの十勝を担う人材
の確保） ・新事業・新分野への 挑戦 （事業者の進出支援） ・新たな価値の創出 （加工
残さ、未利用資源の活用） ・十勝ブランドの強化 （産官学金連携による総合的な 取組推
進）

③食の価値を創出する
◆十勝の観光入込客数 H23年 約914万人 ⇒ R1年 約1,026万人 ◆十勝の訪日外国人宿
泊者数 H23年 約 9万 6千人 ⇒ R1年 約 16 万 3 千人 ◆とかち帯広空港定期便利用乗降
客数 H23 年 約 51 万人 ⇒ R1 年 約 65 万 9 千人 ◆原産地証明発行件数 H25 年 51 件
⇒ R3 年 114 件 ◆食育推進サポーター活用実績 H25 年 1 件 80 人 ⇒ R3 年 13 件 785
人

今後の取り組みとしては
・産業、自然を活かした 観光戦略 （食・農業・アウトドアを活かした 観光振興） ・大都
市圏での十勝ＰＲ （事業者マッチング・ハイブランド マーケットへのアプローチ） ・食
文化の向上 （日本の食を支える地域としての 責任のある食育）・地産地消の推進 （十勝
産農畜産物の域内消費拡大）・空港運営委託による 効率的な運用 ・「十勝ファン」を活用



した 施策展開だそうです。

産業以外にも取り組み効果として十勝一帯の広域消防体制

の確立が整ったそうです。

十和田市でも基本計画では同じようなことが書かれていま

すが帯広市では、国との連携、道との連携、定住自立圏との

連携・役割分担の明確化、産業創出という十勝バイオマス産

業都市構想の実現、企業との連携、農産物の高付加価値化、

新しい魅力ある仕事づくりに対しての多様なプログラムの

実現。長芋にも力を入れ成果を上げてきています。

十和田市は農畜産においてとても力を入れています。しかし

ながら横断的で柔軟な発想が今以上必要だと痛感しました。

まだまだ十和田市は伸びしろがあります。一団体、一自治体

ではなく「箸よく盤水を回す」の精神を市民一人ひとりが持

つ。もう待ってくれない時代に入ったのだと痛感しました。

そのためには市長、副市長、農林畜産課に対し、常任委員会

として今以上様々な提案をするべきだという考えに至りま

した。












